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こ
れ
か
ら
の
工
芸
高
校

統
括
校
長
　
深
澤
栄
次

今
年
度
、
4
月
よ
り
本
校
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
校
長
の
深
澤
栄
次
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
前
任
校
の
橘
高
等
学
校
で
は

3
年
間
、
校
長
職
を
務
め
ま
し
た
。
橘
高
等

学
校
は
工
業
と
商
業
を
同
時
に
学
ぶ
全
国
初

の
産
業
高
校
で
し
た
。
私
自
身
は
工
業
機
械

科
が
専
門
で
は
あ
り
ま
す
が
、
商
業
の
分
野

を
私
自
身
、
学
ぶ
こ
と
も
で
き
て
大
変
有
意

義
な
経
験
で
し
た
。

4
月
に
本
校
に
着
任
し
て
驚
い
た
の
は
、
生

徒
作
品
の
完
成
度
の
高
さ
と
制
作
に
か
け
る
生

徒
た
ち
の
意
気
込
み
で
し
た
。
廊
下
や
実
習
室

前
に
展
示
し
て
あ
る
生
徒
作
品
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
、
着
任
後
、
し
ば
ら
く
は
校
舎
内
を
巡

回
す
る
の
が
日
課
で
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
印

象
に
残
っ
た
の
は
生
徒
た
ち
の
作
業
風
景
で
す
。

じ
っ
と
作
品
を
見
つ
め
一
心
不
乱
に
作
業
に
集

中
し
て
い
る
生
徒
た
ち
の
姿
に
驚
き
を
隠
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
作
品
作
り
に
一
切
妥
協
し

な
い
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
、
諦
め
ず
に
取
り

組
む
生
徒
た
ち
の
姿
勢
こ
そ
が
、
工
芸
高
校
の

最
大
の
強
み
だ
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
東
京
都
で
は
令
和
元
年
度
よ
り

「
T
O
K
Y
O
ス
マ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
強
力
に
進
め
、
学
び
方
・
教
え
方
・
働
き
方

の
一
体
的
な
改
革
に
取
り
組
み
、
令
和
4
年
度

の
都
立
高
等
学
校
、
都
立
中
等
教
育
学
校
後

期
課
程
及
び
都
立
特
別
支
援
学
校
高
等
部
の

入
学
生
か
ら
生
徒
所
有
の
一
人
1
台
端
末
を
活

用
し
た
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

校
は
昨
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
文
部
科
学

省
の
高
等
学
校
D
X
加
速
化
推
進
事
業
（
D
X

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
推
進
校
と
し
て
、
I
C
T
を

活
用
し
た
文
理
横
断
的
、
探
究
的
な
学
び
を
強

化
す
る
学
習
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
黒
板
や
ノ
ー
ト
、
紙
プ
リ
ン
ト
を
使
っ

た
授
業
か
ら
、
映
像
配
信
や
電
子
デ
ー
タ
に
よ

る
課
題
配
布
・
回
収
、
生
成
A
I
を
活
用
し

た
教
材
開
発
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
ス
タ
イ

ル
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
を
電
子
化
、
情
報
化
す
る

こ
と
が
「
も
の
づ
く
り
」
の
本
質
な
の
か
、
工

芸
高
校
の
進
む
べ
き
道
な
の
か
、
と
い
う
と
私

は
違
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
I
C
T
機

器
を
活
用
し
、「
道
具
」
と
し
て
使
用
す
る
事

に
よ
り
、
人
間
の
持
つ
豊
か
な
感
性
や
潜
在
的

な
能
力
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

よ
り
完
成
度
の
高
い
作
品
制
作
を
目
指
し
た
教

育
を
行
う
こ
と
が
工
芸
高
校
の
在
り
方
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
工
作
機
械
が
発
展
し

て
い
て
も
、
最
後
の
仕
上
げ
に
は
必
ず
人
の
手

が
入
り
ま
す
。
そ
し
て
「
も
の
づ
く
り
」
は
一
人

で
は
で
き
ま
せ
ん
、
必
ず
チ
ー
ム
で
行
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
チ
ー
ム
全
体
の

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
吟
味
さ

れ
完
成
度
の
高
い
作
品
に
仕
上
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
東
京
都
産
業
教
育
振
興
会
主
催
の
産

学
懇
談
会
が
本
校
で
実
施
さ
れ
、
多
く
の
先
生

方
や
企
業
の
経
営
者
の
方
が
来
校
さ
れ
、
本
校

の
施
設
や
生
徒
の
授
業
風
景
を
見
学
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
が
熱
心
に
作
品
制
作
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
や
完
成
度
の
高
い
作
品
を
見

て
、
多
く
の
方
か
ら
工
芸
高
校
は
素
晴
ら
し
い

と
、
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
振
興
会
役
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

言
葉
、「
こ
れ
こ
そ
が
も
の
づ
く
り
だ
」「
こ
れ

が
（
今
の
教
育
に
は
）
必
要
な
ん
だ
」
と
い
う
言
葉

が
今
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

社
会
全
体
の
情
報
化
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
工
芸
高
校
に
は

何
が
必
要
な
の
か
、
不
必
要
な
の
か
を
見
極
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
培
っ
て
き
た

工
芸
高
校
の
教
育
の
土
台
を
崩
さ
ず
、
新
し
い

も
の
を
取
り
入
れ
る
、
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
工

芸
高
校
の
進
む
べ
き
道
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
工
芸
高
等
学
校
は
生
徒
た
ち
が
安

心
し
て
学
び
、
成
長
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る

た
め
に
、
教
職
員
一
同
、
日
々
努
力
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

投稿を歓迎します
• 皆様のお仕事などでの成果、創作、社会貢献など、
ご活躍のご様子をぜひお知らせください。

• クラス会の様子もお知らせください。
 郵送先 : 都立工芸同窓会
（住所は工芸高等学校と同じで、最終ページにあります。）

 またはホームページのお問い合わせより

 ご投稿ください。
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ご
挨
拶

 
全
日
制
P
T
A
会
長
　
熊
谷 

周
作

は
じ
め
ま
し
て
、
令
和
7
年
度
全
日
制

P
T
A
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
熊
谷
と
申

し
ま
す
。
ご
縁
が
あ
り
息
子
が
3
年
イ
ン
テ
リ

ア
科
在
学
中
で
す
が
、
今
や
親
の
私
も
工
芸
生

活
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
創
造
性

豊
か
な
生
徒
た
ち
、
熱
心
な
先
生
方
、
個
性
豊

か
な
体
育
祭
や
魅
力
的
な
工
芸
祭
を
は
じ
め
と

す
る
学
校
行
事
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
出
会
い
に

心
か
ら
感
謝
す
る
毎
日
で
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
新
入
生
を
迎
え
る
会
」
で
は
同
窓
会
の
方
々

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
価
値
あ
る
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
6
月
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ス
コ
ル
ベ
ー
ル

高
校
と
の
親
善
交
流
で
は
、一
昨
年
に
引
き
続
き

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

P
T
A
活
動
に
お
い
て
は
、
例
年
全
日
制
、
定

時
制
の
両
P
T
A
保
護
者
が
し
っ
か
り
と
つ
な

が
る
こ
と
で
「
工
芸
祭
談
話
室
」「
文
化
講
演

会
」
な
ど
各
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
同
窓
会
の
藤
岡
会
長
と
も
連
携

し
幅
広
く
工
芸
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
た
ら
と
話

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

伝
統
あ
る
工
芸
が
今
も
変
わ
ら
ず
優
秀
な
人

材
を
育
て
続
け
ら
れ
る
の
は
、
諸
先
輩
の
方
々

が
後
輩
の
皆
さ
ん
に
き
ち
ん
と
伝
承
す
べ
き
こ
と

を
伝
承
し
、
後
輩
も
し
っ
か
り
そ
れ
ら
を
受
け

継
い
で
い
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
に
飾

ら
れ
て
い
る
先
輩
方
の
作
品
は
現
役
生
の
目
標

で
あ
り
ラ
イ
バ
ル
で
す
！

昨
今
A
I
の
台
頭
に
よ
っ
て
色
々
な
モ
ノ
の
価

値
が
変
わ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
工
芸
で
個
々
の

磨
き
上
げ
た
も
の
づ
く
り
の
技
術
や
知
識
、
そ

れ
に
加
え
人
の
つ
な
が
る
力
は
A
I
化
さ
れ
た

未
来
社
会
に
も
存
在
感
を
示
す
と
思
い
ま
す
し
、

そ
れ
こ
そ
が
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
力
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
！
私
た
ち
P
T
A
は
今

後
も
工
芸
応
援
団
と
し
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
総
会
報
告

「
都
立
工
芸
同
窓
会
2
0
2
5
年
度
総
会
」
が
、

5
月
17
日
（
土
）
午
前
11
時
よ
り
母
校
1
階
視
聴

覚
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

│講
演
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

夢
「
日
本
の
伝
統
文
化
・
技
法
『
ね
ぶ
た
』

を
芸
術
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
」
が
定
時
制
ね

ぶ
た
部
の
生
徒
5
名
と
顧
問
、
山
内
勇
輝
先
生

（
定
時
制
G
科
教
諭
）
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
森
出
身
の
山
内
先
生
か
ら
定
時
制
ね
ぶ
た
部

が
発
足
し
た
経
緯
と
想
い
の
紹
介
の
後
、
生
徒

5
人
か
ら
決
し
て
手
を
抜
か
な
い
「
高
ク
オ
リ
テ

ィ
と
感
動
さ
せ
る
作
品
」
の
た
め
の
制
作
の
手

法
や
苦
労
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
40
分
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

│講
演
参
加
者

ご
来
賓
・
学
校
関
係
者
｜
4
名

同
窓
会
員
｜
29
名
 …
…
…
…
…
…
…
総
計
33
名

都
立
工
芸
同
窓
会
2
0
2
5
年
度
総
会

　
休
憩
を
挟
み
11
時
55
分
よ
り
「
2
0
2
5
年

度
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
12
時
20
分
総
会
は
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

│次
第

一
、 

開
会
の
辞

二
、 

会
長
挨
拶

三
、 

来
賓
代
表
挨
拶 

四
、 

2
0
2
4
年
度
活
動
報
告 

五
、 

2
0
2
4
年
度
決
算
報
告
　
事
務
局

六
、 

監
査
報
告

七
、 

2
0
2
5
年
度
新
役
員
承
認
　

八
、 

2
0
2
5
年
度
予
算
案
承
認
　
事
務
局

九
、 

閉
会
の
辞 

│全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

│総
会
出
席
者

• 

ご
来
賓
・
学
校
関
係
｜
3
名

• 

同
窓
会
員
｜
29
名
 …
…
…
…
…
…
総
計
32
名

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ご
協
力
頂
い
た
同

窓
生
の
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

母校一階に展示されている作品
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3

関
西
工
芸
会
支
部
だ
よ
り

関
西
工
芸
会
の
集
い
の
御
案
内

先
ず
は
関
西
工
芸
会
の
集
い
の
御
案
内
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
本
年
も
昨
年
と
同
じ
京
都
駅
前

に
あ
り
ま
す
「
う
お
ま
ん
」
で
開
催
致
し
ま
す
。

《
第
62
回 

関
西
工
芸
会
の
集
い
》

2
0
2
5
年
11
月
22
日（
土
）

11
時
30
分
〜
14
時
30
分

和
食
う
お
ま
ん 

都
ホ
テ
ル 

京
都
八
条
店

昨
年
は
昭
和
29
年
卒
の
先
輩
か
ら
平
成
27
年

卒
の
後
輩
ま
で
総
勢
13
名
と
、
東
京
か
ら
は
都

立
工
芸
同
窓
会
藤
岡
会
長
・
神
山
先
生
・
細
江

元
理
事
が
参
加
し
て
下
さ
り
総
勢
16
名
で
開
催

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
沢
山
の
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

私
事
な
の
で
す
が
、
24
年
前
の
19
歳
の
専
門

学
生
の
時
に
、
現
在
勤
め
る
ハ
イ
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
『G

im
el

』
に
「
履
歴
書
を
受
け
取
っ
て

下
さ
い
」
と
電
話
を
か
け
今
が
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
退
職
し
た
20
代
の
後
輩
が
先
日
英
国

の
有
名
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
に
ア
ジ
ア
人
初
の
本
社

勤
務
の
職
人
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
世
界

中
か
ら
月
1
0
0
人
以
上
の
入
社
希
望
が
あ
る

中
で
。
退
職
後
ワ
ー
ホ
リ
で
語
学
留
学
中
、
専

門
書
で
そ
の
会
社
の
職
人
の
名
前
を
見
つ
け

S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト
を
探
し
て
熱
意
を
英
語
で

送
り
、
面
接
の
機
会
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
、
兆
し
が
あ
っ
た
時
に
挑

戦
す
る
に
は
日
頃
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
！

 

関
西
工
芸
会 

事
務
局

 

松
田 

健
（
2
0
0
1
年
・
A
卒
） 

「
姉
妹
校
、パ
リ
・
コ
ル
ベ
ー
ル
高
校
訪
問
受
入
」

の
報
告

6
月
19
日
（
木
）
〜
25
日
（
水
）
の
7
日
間
、

2
0
2
3
年
度
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を

結
ん
だ
コ
ル
ベ
ー
ル
高
校
の
訪
問
受
入
を
行
な

い
ま
し
た
。
コ
ル
ベ
ー
ル
高
校
の
生
徒
さ
ん
3

名
、
先
生
2
名
を
お
迎
え
し
、
映
画
研
究
部
フ

ラ
ン
ス
班
12
名
が
交
流
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
の
ご
寄
付
、
P
T
A
の
方
々
や

通
訳
の
方
々
の
ご
協
力
も
あ
り
、「
全
員
日
本
が

好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
、
ま
た
日
本
に
来

た
い
！
絶
対
来
る
！
と
言
い
な
が
ら
帰
っ
て
行
き

ま
し
た
。（
通
訳
さ
ん
よ
り
）」
と
い
う
良
い
旅
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

来
日
中
の
主
な
活
動
は
:共
同
映
画
製
作
、
都

内
施
設
訪
問
、
重
要
文
化
財
見
学
、
授
業
参
観
、

部
活
体
験
な
ど
で
し
た
。

 

都
立
工
芸
高
校
映
画
研
究
部
フ
ラ
ン
ス
班
一
同

 

顧
問
　 

氏
家 

美
佐

│生
徒
の
感
想『
フ
ラ
ン
ス
班
に
な
っ
て
』 

海
外
の
方
と
英
語
で
話
す
の
も
、
自
分
た
ち

が
主
体
と
な
っ
て
交
流
を
行
う
の
も
何
も
か
も

が
初
め
て
で
、
た
く
さ
ん
不
安
も
あ
り
、
と
て

も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
文

化
交
流
の
な
か
で
新
し
い
友
達
や
新
し
い
知
識

も
た
く
さ
ん
増
え
、
楽
し
か
っ
た
で
す
！
フ
ラ

ン
ス
班
の
中
で
も
よ
り
一
段
と
仲
が
深
ま
り
ま

し
た
。

 

K
G
全
2
M
20映画撮影風景

工芸–コルベール
パートナーシップ・ロゴマーク
（日仏デザインコンペ・グランプリ作品）
2023年度工芸高校デザイン科卒業生・作

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

浅草で
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第
47
回
日
本
新
工
芸
展

2
0
2
5
年
5
月
12
日
〜
18
日

東
京
都
美
術
館

日
本
新
工
芸
展
に
校
友
5
名
が
出
展
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
選
抜
展
高
校
部
門
で
有
馬
志
保
氏
が

谷
中
田
美
術
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

│

• 

田
中
照
一
氏
（
1
9
6
4
年
・
A
卒
）

鍛
金
　
流
水

• 

尾
澤
勇
氏
（
1
9
8
2
年
・
A
卒
）

鍛
金
　
空
よ
り
　
出
羽
富
士
の
印
象

│

• 

富
樫
知
優
氏
（
2
0
2
0
年
・
A
卒
）

彫
金
　
眼
福

学
生
選
抜
展
部
門

• 

有
馬
志
保
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

月
華
〔
谷
中
田
美
術
賞
〕

• 

大
石
太
一
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

重
瞳
鬼

第
65
回
東
日
本
伝
統
工
芸
展

2
0
2
5
年
5
月
14
日
〜
19
日

日
本
橋
三
越
本
店

東
日
本
伝
統
工
芸
展
に
校
友
3
名
の
作
品
が
出

展
さ
れ
、
鈴
木
ゆ
き
子
氏
が
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

財
団
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

校
友
の
活
躍

春
山
文
典
氏（
1
9
6
4
年
・
F
卒
）

令
和
7
年
春
の
叙
勲
で
旭
日
中
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た

こ
の
度
、
日
本
の
芸
術
界
を
代
表
す
る
金
属

造
形
作
家
で
あ
り
、
横
浜
美
術
大
学
の
元
学
長
、

そ
し
て
日
本
芸
術
院
会
員
で
あ
る
春
山
文
典
氏

が
、
令
和
7
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
多
年
に

わ
た
る
芸
術
文
化
へ
の
ご
貢
献
に
対
し
、
旭
日

中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
伝
達
式
は
、
令
和
7
年
5
月
21
日
に

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
行
わ
れ
、
伝
達
式

後
、
皇
居
に
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ
れ
ま
し
た
。

春
山
氏
は
、
金
属
と
い
う
素
材
の
可
能
性
を

追
求
し
、
独
自
の
造
形
美
を
確
立
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
卓
越
し
た
技
術
と
芸
術
性
は
、
国

内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
数
々
の
作
品

を
通
じ
て
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
横
浜
美
術
大
学
の
学
長
と
し
て
、

後
進
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
、
日
本
の
芸
術
教

育
の
発
展
に
も
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
芸
術
院
会
員
と
し
て
の
活
動
も
、
日
本

の
芸
術
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い

ま
す
。

長
野
県
上
高
井
郡
小
布
施
町
の
、
お
ぶ
せ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
中
島
千
波
館
で
名
誉
町
民
記
念
の

「
春
山
文
典
展
〜
生
ま
れ
出
る
形
〜
」
が
5
月

31
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
布
施
文
化
観
光
協
会
公
式
サ
イ
ト

│

• 

大
沼
千
尋
氏
（
1
9
7
0
年
・
A
卒
）

接
合
花
器
「K

U
R

A
T

」　

• 

鈴
木
ゆ
き
子
氏
（
1
9
7
4
年
・
D
卒
）

紬
織
絣
着
尺「
凛
と
し
て
」〔ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
財
団
賞
〕

• 

松
原
伸
生
氏
（
1
9
8
4
年
・
D
卒
）
人
間
国
宝

長
板
中
形
着
尺
「
菊
花
文
」

第
71
回
創
型
展

2
0
2
5
年
5
月
21
日
〜
27
日

東
京
都
美
術
館

創
型
展
に
校
友
3
名
が
出
展
さ
れ
、
神
山
智
子

氏
が
選
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

│

• 

渡
邊
賢
二
氏
（
元
M
科
教
員
）

仁
王
像
（
吽
形
）

• 

神
山
智
子
氏
（
1
9
7
2
年
・
D
卒
）

如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
〔
選
賞
〕

• 

小
荒
井
寛
美
氏
（
2
0
0
7
年
・
M
卒
）

仏
頭
・
帝
釈
天
半
跏
像

無限標 風の門

月華

如意輪観音菩薩坐像 紬織絣着尺「凛として」

4



5

第
53
回
伝
統
工
芸
日
本
金
工
展

2
0
2
5
年
5
月
24
日
（
土
）
〜
6
月
20
日
（
金
）

 

千
住
・
石
洞
美
術
館 

 

伝
統
工
芸
日
本
金
工
展
が
石
洞
美
術
館
に
於
い

て
開
催
さ
れ
、
校
友
3
名
、
ま
た
21
＋
部
門
に

11
名
の
校
友
が
入
選
展
示
、
杉
山
祥
太
郎
氏
が

金
工
部
会
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

│

• 

大
沼
千
尋
氏
（
1
9
7
0
年
・
A
卒
）

 

切
嵌
花
器
「
赤
の
連
山
・
影
」

• 

佐
藤
充
俊
氏
（
2
0
0
5
年
・
A
卒
）

 

幾
何
学
文
彫
金
香
合

• 

氏
家
幽
水
氏
（
2
0
1
0
年
・
A
卒
）

 

赤
胴
急
須
「
黄
銅
鉱
」

│21
＋
部
門

• 

杉
山
祥
太
郎
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
） 

 

鬼
神
怪
獣
ガ
ル
マ
〔
金
工
部
会
賞
〕

• 

村
井
洸
太
氏
（
2
0
2
1
年
・
A
卒
）

 

打
ち
出
し
象
嵌
ピ
ン
ブ
ロ
ー
チ
「
桜
文
鳥
」

• 

足
立
な
ず
な
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

 

銅
彫
金
置
物
「
風
光
明
媚
」

• 

大
谷
優
珠
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

 

銅
彫
金
置
物
「
し
じ
ま
く
　
こ
こ
ろ
」

• 

黒
木
千
寛
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

 

銅
鍛
金
匣
「
婦
人
」

• 

齋
藤
依
央
理
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

 

銀
花
髪
飾
り
「
い
つ
ま
で
も
」

• 

末
松
紗
帆
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

 

青
銅
鋳
金
置
物
「
と
あ
る
リ
ス
の
一
家
」

• 

高
田
有
瑞
樹
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

 

青
銅
鋳
金
置
物
「
夢
」

• 
谷
口
楽
宙
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

 
銅
鍛
金
打
込
象
嵌
酒
器
「
雛
」

• 

矢
口
輝
宝
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

 

銅
真
鍮
煮
色
鍛
金
こ
う
ろ
「
夢
現
」

• 

山
本
空
弥
氏
（
2
0
2
5
年
・
A
卒
）

 

銅
鍛
金
蝋
流
急
須
「
未
熟
者
」

ク
ラ
ス
会  

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

2
0
2
5
年
5
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た

平
成
6
年
卒
業
D
科
ク
ラ
ス
会

2
0
2
5
年
5
月
31
日
、
工
芸
高
校
デ
ザ
イ

ン
科
（
1
9
9
4
年
卒
）
の
同
窓
会
が
四
ツ
谷
の
レ

ン
タ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ク

ラ
ス
会
は
、
卒
業
生
全
員
が
50
歳
を
迎
え
た
節

目
の
年
に
行
わ
れ
、
24
名
の
同
級
生
と
4
名
の

先
生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
た
仲
間
た
ち
と
過
ご
し
た
時
間
は
、
心
温
ま

る
も
の
で
あ
り
、
特
に
先
生
方
が
ご
参
加
く
だ

さ
っ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
で
し
た
。

ク
ラ
ス
会
で
は
、
O
B
の
有
志
が
手
作
り
で
料

理
を
振
る
舞
い
、
参
加
者
た
ち
は
そ
の
料
理
を
囲

み
な
が
ら
懐
か
し
い
思
い
出
や
近
況
を
語
り
合
い

ま
し
た
。
料
理
を
通
じ
て
、
改
め
て
深
ま
っ
た
絆

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
る
で
学
生
時
代
に
戻

っ
た
か
の
よ
う
な
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

再
会
を
通
じ
て
、
次
の
節
目
の
年
に
も
集
ま
る

こ
と
を
み
ん
な
で
約
束
し
ま
し
た
。
時
が
経
っ
て

も
再
び
集
ま
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
次
回
も
み
ん

な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
ま
す
。
み

ん
な
の
元
気

な
顔
を
再
び

見
ら
れ
る
日

を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

 

奥
村
光
男

2
0
2
5
年
5
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た

昭
和
43
年
卒
業
A
科
ク
ラ
ス
会

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
、
A
科
昭
和
43
年
卒
の

仲
間
た
ち
が
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

会
場
は
水
道
橋
の
小
さ
な
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
。
1
階
を
占
拠
し
た
の
は
、
な
ぜ
か
全
員
75

歳
の
元
気
な
団
体
、
病
気
の
話
は
禁
止
の
ル
ー
ル
。

よ
も
や
ま
話
に
花
が
咲
き
、
笑
顔
と
笑
い
声
が
絶

え
な
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
皆
、
年
輪
を

重
ね
て
も
若
き
日
の
面
影
は
そ
の
ま
ま
。
次
の
再

会
を
楽
し
み

に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
元
気
を

胸
に
会
を
後

に
し
ま
し
た
。

 

堀
越
敏
晴

2
0
2
4
年
10
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た

昭
和
49
年
卒
業
A
科
ク
ラ
ス
会

い
つ
の
間
に
か
卒
業
し
て
か
ら
50
年
。

今
で
も
年
に
数
回
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
今
回
は

50
周
年
会
と
し
て
い
つ
も
以
上
に
連
絡
を
し
て
9

名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
会
っ
て
も
毎
回
あ
っ
と
い
う
間
に
現
役
当
時
の

時
空
に
は
ま
り
楽
し
い
時
間
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

我
が
ク
ラ
ス
は
校
内
で
も
特
に
ま
と
ま
り
が
あ
り

卒
業
時
に
は
初
め
て
外
部
で
の
卒
業
展
覧
会
を
単

独
で
行
い
卒
業
式
後
も
大
変
忙
し
か
っ
た
の
で
す

が
と
て
も
良
き
思
い
出
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
出
来

る
限
り
和
気

あ
い
あ
い
を

級
友
と
堪
能

し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

小
田
部
邦
彦

鬼神怪獣ガルマ
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○
創
立
50
周
年
を
盛
大
に
祝
う

　「
築
地
工
芸
会
館
」は
幻
と
化
す

再
建
さ
れ
た
築
地
工
芸
会
（
現
都
立
工
芸
同
窓

会
）
は
す
ぐ
に
母
校
半
世
紀
と
い
う
節
目
の
事
業

の
準
備
に
入
っ
た
。
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
最
大
の
事
業
案
は
同
窓
会
館
「
築
地
工
芸

会
館
」
の
建
設
で
あ
っ
た
。
旧
航
空
機
関
士
養

成
所
の
建
物
（
都
の
成
人
教
室
に
利
用
さ
れ
て
い
た
）
に

2
階
を
増
築
し
、
1
階
一
部
に
も
増
設
す
る
形

で
プ
ラ
ン
を
立
て
て
、
募
金
を
呼
び
か
け
た
。
こ

れ
は
母
校
各
科
長
を
は
じ
め
先
生
方
と
共
催
の

50
周
年
記
念
事
業
後
援
会
が
つ
く
ら
れ
て
の
計

画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
校
側
は
校
舎
設
備

の
修
復
に
費
用
を
要
す
る
状
況
か
ら
調
整
が
つ

か
ず
、
こ
の
案
は
夢
幻
と
消
え
た
。
1
9
5
7

年
（
昭
和
32
）
11
月
1
日
、
創
立
50
周
年
記
念
式

典
は
新
装
の
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
展
示
会
は

3
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

○
高
度
経
済
成
長
下
に
迎
え
た
60
周
年
　

　
安
定
し
た
学
校
運
営
の
時
代
へ

60
周
年
を
迎
え
た
1
9
6
7
年
（
昭
和
42
）
ご

ろ
に
な
る
と
設
備
が
年
々
充
実
し
て
き
て
お
り
、

し
か
も
次
期
設
備
計
画
も
立
っ
て
い
る
の
で
、
国

の
設
置
基
準
に
満
た
な
い
不
足
分
の
カ
バ
ー
を

工
夫
し
な
が
ら
、
安
定
し
た
授
業
が
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

60
周
年
記
念
祭
も
築
地
工
芸
会
（
現
都
立
工
芸

同
窓
会
）
が
協
力
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
工
芸

祭
は
、
11
月
18
、
19
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
し
、
少
な
く
と
も
、
5
0
0
0
名
以
上
の

方
々
が
ご
来
校
と
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
以
下
、
当

時
の
各
科
の
状
況
。

│

• 

金
属
工
芸
科
　
卒
業
生
の
3
割
は
ア
ク
セ
サ

リ
ー
・
金
属
材
料
・
金
属
玩
具
関
係
の
3
部
門

に
集
中
し
て
い
た
が
、
女
子
で
は
ア
ク
セ
サ
リ

ー
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
・
宣
伝
関
係
・
設
計
製

図
な
ど
に
就
職
し
て
い
る
。

• 

機
械
科
　
応
募
生
徒
の
減
少
が
こ
の
こ
ろ
よ
り

始
ま
る
。
都
心
部
で
は
大
学
進
学
率
が
年
々
高
ま

っ
て
き
て
お
り
、
普
通
科
志
望
が
増
え
て
き
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
機
械
科
の
卒
業
生
で
も
進
学
志
望

者
が
増
え
、
求
人
に
応
じ
き
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
。

• 

室
内
工
芸
科
　
科
名
変
更
す
る
と
急
激
に
入

学
志
願
者
が
増
加
し
た
。
手
加
工
を
重
視
し
た

こ
と
に
お
い
て
は
変
わ
ら
ぬ
伝
統
が
あ
っ
た
。
就

職
先
は
家
具
・
造
作
関
係
が
大
半
で
あ
っ
た
。

• 

印
刷
科
　
も
っ
と
も
技
術
革
新
の
変
革
が
大

き
い
領
域
で
あ
っ
た
。
学
校
の
設
備
更
新
が
進
ん

で
も
、
実
際
の
印
刷
企
業
の
現
場
と
は
差
が
あ
り
、

ま
た
専
門
教
員
の
不
足
に
も
悩
ん
で
い
た
。
2
割

ほ
ど
の
進
学
希
望
者
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

• 

デ
ザ
イ
ン
科
　
図
案
科
よ
り
科
名
変
更
。
基

礎
的
な
勉
強
を
幅
広
く
行
い
、
工
業
に
く
く
ら

れ
る
科
と
し
て
は
も
っ
と
も
芸
術
と
関
わ
っ
て
い

た
。
進
路
は
広
告
デ
ザ
イ
ン
が
主
だ
っ
た
も
の
が
、

工
業
デ
ザ
イ
ン
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
玩
具
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
と
広
が
っ
て
き
て
い
た
。
進
学
希
望
者

も
3
割
ほ
ど
に
増
え
て
き
て
い
た
。

伊
東
久
江
（
1
9
8
5
年
・
F
卒
）

参
考
文
献
・
図
版
出
典
『
工
芸
学
校
80
年
史
』『
都
立
工
芸

1
0
0
年
の
歩
み
』

イ
ン
テ
リ
ア
科
O
B
・
O
G
展
示
開
催
中

9
月
27
日
（
土
）
よ
り
来
年
3
月
後
半
ま
で

の
約
半
年
間
、
母
校
O
B
・
O
G
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て
F
・
I
科
の
展
示
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
出
展
は
、
1
9
8
9
年
岡
田
里
美

さ
ん
、
2
0
1
4
年
シ
ョ
ル
ダ
ー
三
浦
孝
予
さ

ん
、
2
0
1
7
年
大
澤
駿
也
さ
ん
、
2
0
1
6

年
村
山
翰
さ
ん
、
2
0
1
8
年
伊
藤
寧
音
さ
ん
、

2
0
1
8
年
伊
藤
聖
樹
さ
ん
、
そ
し
て
、
今
回

は
特
別
に
全
国
大
会
金
賞
を
受
賞
し
た
現
在
3

年
次
在
籍
の
門
司
亜
桐
さ
ん
の
合
計
7
名
で
す
。

様
々
な
ご
活
躍
が
実
感
で
き
る
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
展
示
に
な
り
ま
し
た
。
科
を
問
わ
ず

関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
工
芸

祭
な
ど
で
ご
来
校
の
際
は
、
O
B
・
O
G
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

1
1
0
年
を
超
え
る
歩
み

も
っ
と
知
り
た
い
都
立
工
芸
の
歴
史

1
9
0
7
年
（
明
治
40
）
東
京
府
立
工
芸
学
校
創
立
。
1
9
5
5
年
（
昭
和
30
）、
戦
後
初
の
同
窓
会
が

開
か
れ
、
築
地
工
芸
会
（
現
都
立
工
芸
同
窓
会
）
は
再
結
集
し
た
。
こ
れ
に
は
戦
時
か
ら
戦
後
に
か
け
て

活
動
停
止
状
態
だ
っ
た
同
窓
会
を
再
建
し
て
ほ
し
い
と
い
う
石
引
校
長
ら
の
願
い
も
あ
っ
た
。

第
9
回
　
創
立
50
周
年
・
60
周
年
　
記
念
行
事
・
展
示
会
・
工
芸
祭

50周年記念工芸祭

生徒がデザイン制作した記念スプーン

1階「卒業生展示ギャラリー」展示風景
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7

事
務
局
だ
よ
り

一
般
寄
附
ご
芳
名

4
月
1
日
以
降
7
月
31
日
ま
で
、
ご
芳
志
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

• 

寄
付
金
額 

33
万
9
0
0
0
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

江
村
美
月
、岩
佐
泰
樹
、大
場
康
博
、板
垣
秋
司
、

志
田
明
恵
、神
山（
田
上
）智
子
、蓮
田
博
、松
田

正
己
、松
本
七
五
三
吉
、若
松
延
男
、横
山
一
雄
、

井
上
京
子
、斉
藤
誠
、矢
吹
郁
雄
、三
橋
宏
之
、

鹿
野
伸
子
、宮
崎
忠
夫
、渡
辺
隆
司
、平
野
堯

久
、中
村
真
、岩
佐
泰
樹
、馬
場
和
夫
、丸
山
士

郎
、鹿
子
木
誠
、鈴
木
幸
男
、石
井
あ
づ
み
、鈴

木
良
和
、布
施
達
也
、井
上
伸
行
、五
十
嵐
賢
治
、

亀
戸
格
一
、小
林
衛
亮
、神
山
隆
夫
、飯
沼
勲
、

今
野
健
三
、茂
野
勝
、神
戸
道
夫
、西
田
耕
一
郎
、

林
哲
三
、藤
原
高
遠
、渡
部
な
お
、津
田
友
政
、

福
田
哲
夫
、藤
井
喜
代
子
、森
谷
延
周
、中
澤
美

佐
子
、鈴
木
陽
子
、松
原
伸
生
、町
田
朋
果
、久

保
木
聖
子
、久
保
木
秋
徳
、佐
野
史
弥
、山
田
栄

二
、堀
越
敏
晴
、松
富
壽
嗣
、大
野
武
夫
、濱
田

眞
和
、櫻
井
久
喜
、関
根
伸
司
、恩
田
隆
志
、堀

田
喬
夫
、菊
地
和
浩
、高
橋
裕
次
郎
、山
本
知
二
、

佐
藤
貴
志
、駒
村
武
夫
、岩
井
昌
代
、芳
賀
昭

正
、古
木
嘉
雄
、市
原
博
信
、浅
井
将
治
、春
山

文
典
、岡
田
里
美
、荒
井
拓
哉
、大
井
正
五
、大

塚
晃
啓
、鈴
木
良
武
、畑
中
ひ
と
美
、渡
辺
昇
平
、

井
上
正
治
、小
森
英
夫
、松
原
宏
二
、高
田
宏
樹
、

栃
木
靖
男
、大
髙
幸
雄
、佐
藤
守
克
、古
井
純
士
、

石
川
進
造
、曽
我
部
上
、原
典
生
、佐
竹
進
、柿

坪
英
志
郎
、生
貝
文
人
、阿
部
達
夫
、和
田
義
幸
、

長
井
豊
、塩
田
廣
恵
、松
田
桃
紅
、服
部
綾
佳
、

宇
井
伊
久
美
、氏
家
美
佐
、石
澤
真
奈
、藤
木
威
、

桂
剛
、岡
村
行
康
、高
橋
正
文
、藤
田
宣
男
、佐

藤
幸
夫
、松
井
辰
弘
、小
林
朗
、森
實
、伊
崎
憲

利
、矢
ヶ
崎
敏
和
、高
橋
健
、荒
井
彰
一
、松
下
治

正
、河
合
泰
雄
、山
林
愛
実
、田
中
彩
世
、満
琇

月
、村
上
五
雄
、西
井
和
男
、佐
藤
千
尋
、古
澤

貞
男
、萬
羽
進
、保
科
和
夫
、鈴
木
宣
喜
、松
井

眞
矢
、紫
藤
竹
夫
、須
田
賢
司
、武
田
和
之
、寺

田
久
子
、沢
崎
孝
子
、坪
井
裕
、田
中
芳
貴
、田

中
沙
智
、大
澤
峻
也
、長
谷
川
奏
、岩
花
幸
信
、

村
尾
隆
、橋
本
恵
光
、飯
塚
邦
雄
、萬
澤
佐
多

子
、小
宮
滋
、千
石
精
一
、井
上
文
雄
、糸
川
富

子
、大
林
眞
理
子
、中
村
保
弘
、三
日
市
康
男
、

長
谷
川
充
、山
岸
政
彦
、石
橋
弓
子
、小
田
野
り

せ
、宮
森
隆
志
、大
橋
新
介
、服
部
功
、木
下
晴

雄
、柿
坪
英
志
郎
、石
井
三
樹
郎
、横
山
裕
、松

岡
道
夫
、山
田
敏
雄
、関
口
信
幸
、大
西
圭
、一

ノ
瀬
瑠
璃
、旦
保
花
瑛
、市
村
雄
太
、大
村
六
花
、

吉
田
積
人
、髙
木
実
、桑
原
祭
、細
江
邦
雄
、篠

宮
秀
雄
、小
口
輝
夫
、渡
辺
義
太
、井
戸
健
輔
、

吉
田
英
昭
、長
堀
映
司
、工
藤
精
一
、伊
東
久
江
、

久
保
田
晃
、久
保
田
真
奈
美
、山
田
一
彦
、其
田

卓
三
、木
村
仁
宣
、中
島
隆
、襟
川
英
利
、澤
木

武
雄
、畑
中
ひ
と
美
、石
川
勝
、嘉
藤
浩
一
、松

村
金
太
郎
、杉
浦
俊
和
、多
田
洋
一
、浅
岡
輝
彦
、

羽
切
美
代
子
、国
本
淑
子
、福
田
哲
夫
、南
伸
宏
、

福
島
彰
生
、佐
藤
秀
男
、山
田
康
幸
、千
明
敏
浩
、

帆
足
宗
二
郎
、松
原
宏
二
、齋
藤
文
仁
、福
田
一

郎
、古
谷
芳
、桾
沢
知
里
、岡
野
優
子

訃
報

前
回
の
会
報
（
1
8
5
号
）
以
降
、
本
会
宛
正
式

に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の
皆
様

で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
　
）
内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す

片
山
隆
正
氏 

S
18
A
卒 

（
R
1
） 

恩
田
隆
志
氏 

S
18
M
卒 

（
R
6
・
12
・
9
） 

鈴
木
鬼
之
助
氏 

S
21
F
卒 

（
R
7
・
4
・
1
） 

小
山
清
一
氏 

S
25
A
卒 

（
R
5
） 

竹
原
宏
氏 

S
26
M
卒 

（
R
6
・
8
・
24
） 

杉
本
良
三
氏 

S
27
M
卒 

（
不
明
） 

渡
辺
健
一
氏 

S
29
P
卒 

（
不
明
） 

松
田
正
巳
氏 

S
33
D
卒 

（
R
7
・
3
） 

土
屋
登
勇
氏 

S
34
P
卒 

（
R
7
・
1
・
16
） 

政
岡
美
智
子
氏 

S
34
D
卒 

（
不
明
） 

田
口
公
一
氏 

S
37
P
卒 

（
R
4
・
12
・
6
） 

篠
崎
忠
志
氏 

S
46
P
卒 

（
R
7
） 

2025工芸祭ポスター（左）
2025工芸祭バッジ（右）

2025年度
工芸祭のお知らせ

10月25日（土）、26日（日）の2日間、工
芸祭が開催されます。テーマは「深海探
検」です。各科どの様な趣向を凝らした
展示になるのでしょうか？
今年は同窓会コーナーで「100周年記念
誌」の販売の他に「工芸祭バッチ」を

200個限定で販売をいたします。校庭に
キッチンカーも出店されます。
工芸祭詳細は母校HPをご覧ください。
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生
徒
会
だ
よ
り

今
期
生
徒
会
で
活
動
し
た
こ
と
を
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
校
内
の
活
動
と
し
て
、

生
徒
総
会
、
球
技
大
会
、
対
面
式
、
部
活

動
紹
介
、
一
斉
委
員
会
の
企
画
と
運
営
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
傘
の
貸
し
出

し
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
目
安
箱
の
各
階
設

置
、
パ
ン
の
自
販
機
の
見
直
し
と
し
て
新
し

い
自
販
機
や
行
事
に
お
け
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
導
入
を
検
討
、
校
則
改
定
の
た
め
の
活

動
等
、
生
徒
の
声
を
と
り
入
れ
進
め
て
参

り
ま
し
た
。
今
期
で
解
決
、
改
善
が
難
し

か
っ
た
も
の
に
関
し
ま
し
て
は
今
後
も
引
き

続
き
活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
校
外
の
活
動
と
し
て
、
7
月
に

工
科
高
校
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
、

工
芸
の
魅
力
を
中
学
生
や
保
護
者
の
方
に

発
信
し
て
き
ま
し
た
。
9
月
と
4
月
に
は

富
士
見
警
察
署
の
方
と
一
緒
に
交
差
点
で

防
犯
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
し
、
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
協
力
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
11

月
に
文
の
京
こ
ど
も
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
し
た
。
5
月
に
は
コ
ン
タ
ク
ト

ケ
ー
ス
を
企
業
に
寄
付
し
ま
し
た
。
7
月

に
は
文
京
区
の
方
と
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

1
年
間
生
徒
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

の
生
徒
会
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

生
徒
会
長
　
陶す

え

　
礼れ

望も

生
徒
会
と
同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト

「
O
B
・
O
G
展
示
前
の
交
流
会
」

　
6
月
14
日
（
土
）
午
後
1
時
か
ら
、
生
徒

会
と
の
「
A
科
O
B
・
O
G
展
示
作
者
に

よ
る
生
徒
会
と
の
交
流
会
」
が
「
O
B
・

O
G
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
出
展
し
て
い
る
星

野
玲
さ
ん
（
2
0
1
6
年
・
A
科
卒
）
と
汲
田

日
向
子
さ
ん
（
2
0
1
6
年
・
A
科
卒
）。

　
生
徒
会
役
員
と
生
徒
14
名
（
内
男
子
2
名
）、

先
生
3
名
、
同
窓
会
3
名
、
合
計
20
名
で

の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

作
品
の
解
説
は
も
と
よ
り
、
生
徒
か
ら
は

「
卒
業
後
の
大
学
か
ら
社
会
人
に
な
る
ま

で
の
こ
と
」
な
ど
、
卒
業
し
た
後
の
こ
と

や
不
安
な
ど
を
若
い
先
輩
か
ら
直
接
聞
け

た
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

母
校
だ
よ
り

2
0
2
5
年
度
全
日
制
体
育
祭
開
催

5
月
22
日
（
木
）、
全
日
制
体
育
祭
が
六
義

公
園
運
動
場
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
雨
予
報
が
ま
る
で
嘘
の
よ
う
に

晴
れ
や
か
な
空
の
下
、
全
学
科
が
一
致
団
結

し
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

映
画
研
究
部（
全
日
制
）

ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
5

で
上
映
決
定
！

1
9
7
7
年
よ
り
続
く
、『
映
画
の
新
し

い
才
能
の
発
見
と
育
成
』
を
テ
ー
マ
に
活
動

す
る
ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
活

動
の
中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
る
自
主
映

画
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
『
P
F
F
ア
ワ
ー

ド
』
に
全
日
制
映
画
研
究
部
の
応
募
作
品

が
入
選
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
7
9
5
作
品
の
中
か
ら
22
作

品
と
い
う
、
貴
重
な
ひ
と
枠
で
す
。

定
時
制
修
学
旅
行
i
n
沖
縄

5
月
20
日
（
火
）
か
ら
23
日
（
金
）
ま
で
の

3
泊
4
日
で
定
時
制
4
年
生
が
修
学
旅
行

で
沖
縄
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
1
日
目
は
、

移
動
日
で
朝
早
く
に
羽
田
空
港
に
集
合
し
、

那
覇
空
港
に
着
い
て
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で
移
動

し
荷
物
を
置
い
て
か
ら
、
国
際
通
り
を
自
由

行
動
。
2
日
目
は
、
平
和
祈
念
公
園
で
当

時
の
話
を
聞
き
な
が
ら
記
念
館
な
ど
を
見

学
。
午
後
は
、
美
ら
海
水
族
館
の
自
由
散

策
で
し
た
。
3
日
目
は
、
午
前
は
あ
い
に
く

の
雨
で
予
定
を
変
更
し
、
も
の
づ
く
り
を
体

験
。
午
後
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
散
策
と
カ
ヌ
ー

を
体
験
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
タ
ク
シ
ー

で
の
班
行
動
。
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
や
鍾

乳
洞
、
そ
し
て
首
里
城
な
ど
、
各
班
で
決
め

た
行
程
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。
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